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ﾏﾘﾝﾌﾟﾗｻﾞ(東扇島福利厚生ｾﾝﾀｰ)
 食堂､理容室､売店､診療所､休憩室
 有り､ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ設置(2013.4)
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川崎港60周年
記念壁画完成
(2011.12)

JERA東扇島
火力発電所

JERA東扇島
火力発電所

港湾局川崎港管理ｾﾝﾀｰ
川崎市港湾振興会館(川崎ﾏﾘｴﾝ)　1992.2開業等　
・川崎ﾏﾘｴﾝは、川崎港振興協会が指定管理者
  として管理運営を行う、市民と川崎港の交流を
  深めるため市によって造られたｺﾐｭﾆﾃｲ施設
  展示施設、展望室、会議室、ﾃﾆｽｺｰﾄ、
  ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰ場等を有する。
・移動式水素ｽﾃｰｼｮﾝを開所（2015.11）

 ・1974完成
 　総延長1540m

東扇島東公園　　港湾緑地 15.8ha

・人工海浜、多目的広場、ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ広場、憩いの広場、汐入のﾃﾞｯｷ、
　ﾄﾞｯｸﾞﾗﾝ等の施設が整備された新しい人気ｽﾎﾟｯﾄ
・大規模災害時には国の基幹的広域防災拠点として機能
・利便施設として自動販売機や売店を設置(2010.4)
・除草・芝刈年３回
・川崎市と日本ﾋﾞｰﾁ文化振興協会が「かわさきの浜」等を活用した
  港湾振興に関する協定締結(2021.11)

横浜税関川崎税関支署東扇島出張所　
日立物流ｺﾗﾎﾞﾈｸｽﾄ　首都圏第一事業所　2001.1開業等　

川崎港ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ
　1996.4開業等　約23.1ha

・港湾緑地4.5ha
　海釣り可の施設
　芝生広場、
　展望台(2004.4)
　除草年3回
　港湾緑地の利用
　向上に資する
  ﾓﾃﾞﾙ事業の実施
　（2019～）

・首都圏最大級の総合ｾﾝﾀｰ、ﾏﾙﾁﾃﾅﾝﾄ型
・利便施設としてｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ設置
　（一般利用可）
・取扱貨物:日用雑貨

2010.1開業等　約4ha

川崎港海底ﾄﾝﾈﾙ
・1979年完成 総延長2,180m
・ﾄﾝﾈﾙ中央部に人道が有り徒歩で通行可能
・人道入口への誘導案内看板を東扇島内
 　主要箇所に設置(2012)

ﾏﾙﾊﾆﾁﾛ物流　2014.2開業等   約1.8ha

山手冷蔵 川崎LC　2013.4開業等 
                                      約1.8ha

松岡　2013.2開業等　約3.4ha

ﾛｼﾞﾎﾟｰﾄ川崎ﾍﾞｲ　2019.5開業等　約13.5ha　

日本郵便　2013.5開業等　約2.1ha

　・内閣府所管　災害時の物流ｺﾝﾄﾛｰﾙｾﾝﾀｰ

首都高速湾岸線川崎航路ﾄﾝﾈﾙ
　1・994完成　総延長1187m

               約0.9ha　

東扇島物流ｾﾝﾀｰ
　・富士重工業の自動車
　（ｽﾊﾞﾙ）の輸出拠点

ｹﾞｰﾄｸﾞﾙﾒ　2010.10開業等

東扇島中公園
・港湾緑地1.57ha
・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ場やﾚﾝﾀｻｲｸﾙあり
・除草年3回実施

東扇島北公園
  ・港湾緑地0.7ha

・除草年3回実施

J-REP
ﾛｼﾞｽﾃｰｼｮﾝ
東扇島

ﾛｼﾞﾎﾟｰﾄ川崎ﾍﾞｲ

・建設機械ﾒｰｶｰ「ｺﾏﾂ」の物流子会社で、入庫から
  保管・梱包・出荷までを一貫して実施
・延床面積:19,294㎡
・ｺﾏﾂｸﾞﾙｰﾌﾟ数社の集約に伴う建物の改修､増築工事

・発電出力:合計200万kW(100万kW×2基)
・LNGﾀﾝｸ容量:合計54万kL(6万kL×9基)
・LNGを隣接する川崎･横浜火力発電所に
  供給するとともに､富津と東西連係ｶﾞｽ導管
  により供給を弾力的・効率的に実施
・熱量調整設備を介し、品川火力発電所に都市
  ｶﾞｽ相当の燃料ｶﾞｽを、ｶﾞｽ事業者のｶﾞｽ導管を
  経由して供給(2020.7)

・取扱貨物:中古自動車、雑貨
・中古車両の輸出、通関申請
　の代行
・延床面積:1.8ha

・取扱貨物:冷凍食品
・延床面積:2.2ha

・中央道路を挟んで1ﾌﾛｱ約1.5万坪の貸床面積を有する国内最大規模の
  ﾏﾙﾁﾃﾅﾝﾄ型物流施設
・1区画から90画まで区画割可能、床荷重1.5ﾄﾝ/㎡、24時間作業可能
・自動輸送機器等に対応した特別高圧電力（2019.5 運営開始）

・物流ｾﾝﾀｰの賃貸及び管理･
  倉庫業を行う、官民出資の
  第３ｾｸﾀｰ
・延床面積23ha
・総合保税地域に指定

・世界最大の独立系機内ｻｰﾋﾞｽ提供企業
・羽田空港の国際化に合わせ、ﾌｧｽﾞ内に機内食
  工場を整備事業開始)最大5000食まで対応可
・ふるさと納税返礼品として、「ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽ風の
  おせち」を登録（2020.12）

・ﾏﾙﾁﾃﾅﾝﾄ型倉庫
・延床面積：約38.8ha

・東日本の災害対応拠点　川崎基地(完成)
・海上に流出した油や有害物質の除去、
　海上火災の消火活動を実施

・首都圏全80店舗超への唯一の流通ｾﾝﾀｰ
　(一括入荷･配送拠点)

・1987年8月に資生堂物流ｻｰﾋﾞｽとして創業、
　2007年4月に日立物流ｸﾞﾙｰﾌﾟ
　となった。旧資生堂物流の資産はﾌﾟﾛﾛｼﾞｽ、什器・
　備品は日立物流が所有

・最近は輸入荷物の通関手続きの98％がNACCSを利用
・24時間通関手続きができる特別通関部門も設置
・通関手続は東扇島で19:00まで延長して受付

・冷凍･冷蔵食品の保管
・通関･利用運送を展開する高機能物流倉庫

隅田冷凍工業
約0.5ha
・冷蔵倉庫を
  新築（2022.3）

・輸入畜産原料、輸入冷凍食品、国
　内加工食品等の食品総合物流拠
　点となる施設
・2期棟が竣工（2022.3)

・川崎港における
　公共ﾀｰﾐﾅﾙ
・延長431m、水深14m、
　50,000DWT級

・保管型保税倉庫機能と内陸型ｾﾝﾀｰ
　倉庫機能を兼ね備えた冷蔵・冷凍
　食品物流ｾﾝﾀｰ
・国内最大規模の低温物流ｾﾝﾀｰ
　「東京湾岸物流ｾﾝﾀｰ」を稼働、
　収容数は約8万ﾄﾝ

・国際郵便物の通関事務を取り扱う
　施設を設置
・全国で発着する船便郵便物の通関、
　外国への積出､陸揚げに係る事務
  を一元的に実施
・検疫探知犬を空港以外で初めて導
  入

・「ｱﾗｲｵｰｸｼｮﾝﾍﾞｲｻｲﾄ」会場であり、
  中古車ｵｰｸｼｮﾝを週2回（火曜は2輪
  車、金曜は4輪車）実施

山路を登りながら

東急ｽﾄｱ　東扇島流通ｾﾝﾀｰ
　　　　　　　　　　　　　　1985.9開業等　約6ha

POSCO-JapanPC
川崎工場　
2008.9開業等 約2.2ha

ｷﾕｰｿｰ流通ｼｽﾃﾑ
川崎営業所
2007開業等　約1.7ha 約1ha

・東芝ｸﾞﾙｰﾌﾟ製品のﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ機能
　分担企業だったが、筆頭株主が東芝から
　SBSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽへ変更。同社の連結
　子会社化（SBSﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ66.6%、
　東芝33.4％出資）（2020.11）
・国内販売物流コストの大幅削減を実現(2022.8)
・輸送効率向上を可能にした独自の牽引台車を
　開発(2023.2)

SBS東芝ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ東扇島デポ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(川崎鶴見臨港ﾊﾞｽ)
　・高速湾岸線を経由した横浜駅(YCAT)からの
　　直行ﾊﾞｽが運行(2002運行開始)
　　平日40便　土曜18便　休日10便　祝日14便

横浜東扇島直行ﾊﾞｽの運行

JFEｽﾁｰﾙ
海底ﾄﾝﾈﾙ

東扇島基幹的広域防災拠点施設

首都圏臨海防災ｾﾝﾀｰ　2008開業等　約15.8ha

JREA 東扇島火力発電所　1984開業等　約4.6ha

ヨコロジ　2009.6開業等 約2.1ha

山九 首都圏DC支店 首都圏物流ｾﾝﾀｰ

荒井商事

東扇島西公園

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ･ﾈｯﾄﾜｰｸ 東扇島物流ｾﾝﾀｰ
          　　　　　　　2011.2開業等 約4.2ha

愛宕倉庫1984.3開業等　約1.3ha

ｺﾏﾂ物流 東扇島物流ｾﾝﾀｰ　1994.8開業等　約2.5ha

F-LINE 東扇島低物流ｾﾝﾀｰ　約0.4ha

かわさきFAZ(A棟､B棟､C棟)
　　　　　1998開業等　約11.6ha

ﾛｼﾞﾎﾟｰﾄ東扇島

海上災害防止ｾﾝﾀｰ 川崎基地　2013.3開業等　

日本食肉流通ｾﾝﾀｰ
　　　　　　　　　1981.5開業等　

・味の素物流を存続会社として、ｶｺﾞﾒ
  物流ｻｰﾋﾞｽ、ﾊｳｽ物流ｻｰﾋﾞｽ
  （事業の一部）、F-LINE、九州F-LINEの
  物流5社の事業を統合し、新生F-LINEが
  誕生（2019.4）

・国土交通省関東地方整備局港湾空港部所管
・災害時に備えての防災用品や資機材を保管、
  応急復旧、緊急物資輸送活動を支援

・日本の食肉流通の合理化
　を進めるために設立された
　公益法人
・川崎ｾﾝﾀｰは部分肉の
　物流拠点　
・新棟建設などの設備更新
　（2022.4）

・延床面積26,386.7㎡
・医療機器製造業許可を取得(2008)
・薬事法における医薬部外品製造業
　(包装･表示･保管)を取得(2011.4)

・ﾆﾁﾚｲﾛｼﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ（低温物流事業）
　のｸﾞﾙｰﾌﾟ会社
・保管能力約8万tの国内最大規模の
　低温食品物流拠点
・取扱貨物は冷凍食品､冷凍野菜
・冷蔵庫棟はPC＋免震構造を採用、免震
  構造の在来型倉庫としては国内最大級
・ｸﾞﾙｰﾌﾟ初のｻﾃﾗｲﾄｵﾌｨｽ「ｻｰﾄﾞﾌﾟﾚｲｽｵ
 ﾌｨｽ SateCo（さてこ）川崎」(砂子1-10-2)
 を開設。東扇島地区の物流ｾﾝﾀｰの従
 業員、東京港湾地区物流ｾﾝﾀｰや本社
 部署の従業員が利用（2020.9)
・冷蔵・冷凍EVトラック運行開始
　(2023.02）)

・取扱貨物:鉄鋼
　ｺｲﾙ製品
・延床面積:1.3ha
・物流棟：保管能力
  50,000 t

 ESR東扇島ﾃﾞｨｽﾄﾘﾋﾞｭｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ　　2023.3竣工予定　約7.8ha

・2025年度までに２棟の物流施設を建設　１棟目（地上9階建、
　延床面積36.5ha）は2021.3に着工（2020.12）

6

東扇島地区東扇島地区
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工業用水道

※　下線を付した企業は、「かわさきｶｰﾎﾞﾝｾﾞﾛﾁｬﾚﾝｼ2050」の賛同者

製造

リサイクル

物流
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  化学以外)

製造
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その他

良好な
戸建住宅地

公園等

(石油･
  石油化学) 公共用地 研究開発


